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研究成果の概要（和文）：緑茶成分は基礎研究により、インフルエンザウイルスの宿主への感染を抑制することが報告
されている。本研究では緑茶うがいのインフルエンザ予防効果を、高校生を対象としたランダム化比較試験により検証
した。予め文書同意が得られた高校生757名を対象に、緑茶うがい群又は水うがい群にランダムに割り付け、1日3回、9
0日間、うがいを行った。インフルエンザ発症者は緑茶うがい群19名(4.9%)、水うがい群25名(6,9%)であり、緑茶うが
い群で発症者が減少する傾向を示したものの統計学的に有意ではなかった。予想されたうがいの効果量が少なかった理
由として、うがい実施の不徹底等、今後の大規模臨床試験への課題が残された。

研究成果の概要（英文）：The anti-influenza virus activity of green tea components has been demonstrated in
 experimental studies. To clarify the effects of green tea gargling on influenza infection, a randomized, 
2-group parallel study of 757 high school students conducted for 90 days. The green tea gargling group gar
gled 3 times a day with bottled green tea, and the water gargling group did the same with tap water. Multi
variate logistic regression indicated no significant difference in the incidence of laboratory-confirmed i
nfluenza between the green tea group (19 participants; 4.9%) and the water group (25 participants; 6.9%) (
adjusted OR, 0.69; 95%CI, 0.37 to 1.28; P = 0.24). The adherence rate among high school students was lower
 than expected. Among high school students, gargling with green tea was not significantly more efficacious
 than gargling with water. In order to adequately assess the effectiveness of such gargling, additional la
rge-scale randomized studies are needed.
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１．研究開始当初の背景 
 インフルエンザは主に冬季になると流行
が拡大する急性かつ重症の上気道感染症で
あり、その予防は健康・福祉のために非常に
重要である。特に学校では集団で生活するこ
とから感染が拡大しやすく、保健予防活動は
殊更、重要な課題となっている。インフルエ
ンザの予防としては、ワクチンの接種、ノイ
ラミニダーゼ阻害薬の服用、マスクの着用、
手洗い及びうがいといった方法が採られて
いるが十分に感染を阻止できない現状があ
る。カテキンを始めとする緑茶成分は、基礎
研究により、インフルエンザウイルスの宿主
への吸着や細胞内増殖を阻害することが報
告されている。しかしヒトにおける緑茶うが
いのインフルエンザ予防効果は、十分に確立
してはいない。 
 
２．研究の目的 
高校生を対象とした多施設共同ランダム

化比較試験により、緑茶うがいのインフルエ
ンザ予防効果を水うがいを対照として検証
する。 
 
３．研究の方法 
高校生本人及び保護者から文書同意が得

られた静岡県掛川・小笠地区の高校(計 6校)
に通学中の高校 1,2 年生を対象に、緑茶うが
い群又は水うがい群にランダムに割り付け、
1日 3回（登校後、昼休み後、帰宅時）、2011
年 12 月 1 日から 2012 年 2 月 28 日までの 90
日間、うがいを行った。緑茶うがい群は、
500ml のペットボトルの緑茶（総カテキン濃
度：約 37 mg/dL, 掛川茶商協同組合製）を 3
回に分けてうがいした。水うがい群では水道
水でうがいを行い、緑茶うがいは禁止した。
主要エンドポイントは試験期間中のインフ
ルエンザ発症の有無とした。副次エンドポイ
ントは、症状の重症度（スコアにより算出）、
欠席・遅刻・早退日数、入院の有無、うがい
実施率（アドヒアランス）不良者の割合とし、
両群間で比較した。なお本研究は試験開始前
に静岡県立大学倫理審査委員会の承認を得、
臨床試験事前登録を行って実施した。 
 
４．研究成果 
各高校の全体集会で参加を呼び掛けた高

校 1,2 年生 2838 名のうち、同意の得られた
757 名が研究に参加した。緑茶うがい群及び
水うがい群における背景情報は、性別、学年、
公共交通機関の利用、かぜの罹りやすさ、茶
飲用習慣等において差がなかったが、唯一、
部活動で群間差が認められた。インフルエン
ザ発症者数（抗原陽性例）は、同意撤回及び
一度も調査票を記入しなかった 10 名を除い
た FAS (Full Analysis Set) 解析対象 747 名
において、全体で 44 名(5.9%)認められ、う
ち緑茶うがい群 19 名(4.9%)、水うがい群 25
名(6,9%)であり、緑茶うがい群で発症者が約
3 割減少する傾向を示したものの統計学的に

有意ではなかった（調整オッズ比, 0.69; 95%
信頼区間, 0.37-1.28; P = 0.24)。更に発熱
に加え咳、咽頭痛、頭痛、筋肉痛のいずれか
2 症状を有する臨床診断例において、アドヒ
アランス不良者を除いた PPS(Per Protocol 
Set)解析対象集団の累積発症率を Cox比例ハ
ザードモデルを用いて比較した。その結果に
おいても調整後ハザード比は 0.77（95％信頼
区間,  0.53-1.11; P = 0.16）であり、緑茶
うがいによる減少傾向が認められたものの
有意ではなかった（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 1. 臨床診断例における累積発症率の比較 

（カプランマイヤー曲線） 
 
症状の重症度、欠席・遅刻・早退日数、入

院の有無の比較においても、有為な差は認め
られなかった。アドヒアランス不良者は全体
で 30％認められ、両群間の比較では、水うが
い群(33%)の方が緑茶うがい群(26%)よりも
多かった。 
今回の結果では、緑茶うがいによるインフ

ルエンザ発症者の減少傾向が認められたも
のの検出力不足から有意な差には至らなか
った。予想されたうがいの効果量が少なかっ
た理由として、うがい実施の不徹底、背景因
子の影響等、今後、更なる大規模臨床試験を
遂行する上での解決すべき課題が残された。 
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